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(57)【要約】
【課題】階層間の再生タイミングのずれの時間だけ早く
信号が出力される階層の信号を遅延させ、階層間の信号
出力タイミング差を解消する場合、視聴している放送局
を変更し、他の番組を視聴する場合にも、信号の出力時
間を一定時間遅らせているため、映像や音声の出力開始
が遅れるデメリットがあった。
【解決手段】選局直後には、階層間の再生タイミング差
の補正を行わず、一回以上先に信号が出力される階層の
信号から遅れて信号が出力される階層の信号へと出力信
号の切替処理が行われた後から、階層間の遅延時間を合
わせた信号を選択する。
　この結果、高品質の信号と低品質の信号を同時に送信
している放送を受信し、受信状況に応じて最適な映像と
音声を選択視聴する場合に、選局直後は最短時間で映像
と音声を出力する一方で、一度信号の切替えが行われた
以降には、階層間の信号出力タイミング差を解消し、ス
ムーズな信号の切り替えを可能とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
階層伝送が施された放送を受信するサイマル放送受信装置であって、
選局直後は階層間の信号出力タイミング差を解消せずに信号を出力し、一度以上階層が切
り替わった以降は階層間の信号出力タイミング差を調整することを特徴としたサイマル放
送受信装置。
【請求項２】
階層間の信号出力タイミング差を受信した各階層の信号を比較することにより算出した上
で補正することを特徴とした請求項１記載のサイマル放送受信装置。
【請求項３】
階層伝送が施された放送を送信する際に、同一内容の番組を送信するサイマル放送がなさ
れている場合に、符号化処理の処理量などの違いに起因した階層間の信号の出力タイミン
グ差の情報をあらかじめ番組内にデータとして含めて送信しておき、信号内から階層間の
信号の出力タイミング差の情報を読み取り、さらに受信機固有の処理遅延時間をあわせた
時間を階層間の遅延時間として算出し、さらに階層間の信号出力タイミング差を調整する
ことを特徴とした請求項１記載のサイマル放送受信装置。
【請求項４】
階層伝送が施された放送を送信する際に、同一内容の番組を送信するサイマル放送がなさ
れている場合に、符号化処理の処理量などの違いに起因した階層間の信号の出力タイミン
グ差の情報を受信信号とは別の手段より入手し、送信側での処理時間差と受信機固有の処
理遅延時間をあわせた時間を階層間の遅延時間として算出し、階層間の信号出力タイミン
グ差を調整することを特徴とした請求項１記載のサイマル放送受信装置。
【請求項５】
階層間の信号の出力タイミングのずれを調整する際に、タイミング差の調整のため一方の
信号に与える遅延時間は、信号に遅延を与える記憶手段の容量に従い設定できる範囲で最
大の値とすることを特徴とした請求項２または請求項３または請求項４記載のサイマル放
送受信装置。
【請求項６】
階層間の信号の出力タイミングのずれを調整する際に、復調手段に備えたデインタリーブ
メモリの空き領域を利用し、信号出力タイミングを変更することを特徴とした請求項２ま
たは請求項３または請求項４記載のサイマル放送受信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、階層伝送が施された放送を移動体にて受信するサイマル放送受信装置に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　現在、放送のデジタル化が進められている。
【０００３】
　例えば、日本や欧州において、地上デジタルテレビジョン放送方式として直交周波数分
割多重（以下ＯＦＤＭ）伝送方式が採用されている。ＯＦＤＭ変調方式は、従来の地上ア
ナログテレビジョン放送方式などのシングルキャリアを用いた伝送方式とは異なり、数千
本のキャリアを用いて信号系列を伝送する。多数のキャリアを用いたマルチキャリア変調
により信号を伝送するため、シンボル期間を長くすることが可能となる。
【０００４】
　さらに、日本の地上デジタルテレビジョン放送方式では、時間インタリーブおよび周波
数インタリーブと呼ばれる仕組みが採用されている。インタリーブ処理により、信号の送
信側であらかじめ規定された順序でデータを時間方向及び周波数方向に並び替え、受信側
で元に戻す処理を行っている（デインタリーブと呼ばれる）。インタリーブ処理およびデ
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インタリーブ処理を行うことにより、受信信号系列中のある箇所に発生した受信誤りを分
散させ、誤り訂正符号処理による誤り訂正能力を高めることができる。
【０００５】
　さらに、日本の地上デジタルテレビジョン放送方式では、階層伝送と呼ばれる仕組みも
採用されている。これは、放送に用いる伝送帯域をセグメントに分割し、１個以上のセグ
メントで１つの階層を構成する。日本の地上デジタルテレビジョン放送方式では、セグメ
ント数は１３と規定され、１３個のセグメントを最大３つの階層に分割することが可能で
ある。例えば、階層によって変調方式を変更したり、誤り訂正符号化率を変更したり、時
間インターリーブの長さを変更すること可能であり、階層毎に伝送容量や受信誤り耐性を
個別に設定できる。また、１個の階層を構成するセグメント数が多いほど、伝送容量を多
く確保でき、より高い品質のデータを伝送することができる。このため、現在、１２個の
セグメントから構成される階層と、１個のセグメントから構成される階層の合計２階層か
ら成る放送波が送信されることが多い。
【０００６】
　２階層による放送は、１２個のセグメントから構成される階層は主に家庭での固定受信
向けに高品質の映像や音声の送信に用い、１個のセグメントから構成される階層を、携帯
電話や自動車などの移動体向けを主体に用いている。
【０００７】
　以上のように放送のデジタル化により、時間インタリーブや周波数インタリーブという
仕組みや、階層伝送という仕組みが導入され、家庭だけでなく車などの移動体においても
テレビジョン放送の安定した視聴が可能となっている。また、ダイバーシティ受信と呼ば
れる方式を用いて、複数のアンテナで受信した信号を合成または選択処理する方法と復調
処理を組み合わせることにより、固定受信用に送信されている放送を、自動車などの移動
体においてより安定して受信することも可能となっている。
【０００８】
　ところで、自動車などの移動体においてデジタル放送を受信する際、例えば電波の強さ
が十分得られている場合など受信信号品質が十分に高ければ固定受信向けの階層の放送を
受信する一方、受信信号品質が低ければ移動受信向けの階層の放送の受信に切り替えて放
送を視聴することが可能となる。特に、サイマル放送と呼ばれる、固定受信向け階層の放
送と移動受信向け階層の放送を同一の番組として放送する番組を受信する場合には、受信
状況に応じてスムーズに視聴対象の放送を切り替えたいという要求が生じる。例えば、特
許文献１では、受信している放送がサイマル放送であるかを判定した上で、階層毎の受信
状態を比較し、受信状況に応じて視聴する階層を選択している。さらに、固定受信向け階
層の放送と移動受信向け階層の放送とは、符号化処理方法の違いに伴う処理遅延時間差の
ため必ずしも同じタイミングで再生できるとは限らない。この課題を、特許文献２では、
移動受信向け階層の放送の音声と固定受信向け階層の放送の音声を切り替えたり、移動受
信向け階層の放送の映像と固定受信向け階層の放送の映像をそれぞれ切り替え解決する方
法が示されている。このとき、例えば移動受信向け階層の放送の映像と固定受信向けの放
送の音声を再生する場合に、映像にあわせて音声に遅延を与えている。
【０００９】
　また、特許文献３では、衛星放送システムにおいて、先に低品質の信号を高品質の信号
に先行させて送信し、受信側では高品質の信号が何らかの影響で途切れる際に、あらかじ
め受信しておいた低品質の信号に置き換えることで、途切れの無い信号再生を実現してい
る。
【特許文献１】特開２００５－２２３５４８号公報
【特許文献２】特開２００６－７４４６６号公報
【特許文献３】特開２０００－７８１１６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
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　前述したようにサイマル放送されている放送の信号を、車などで移動しながら視聴する
際に、受信信号品質に応じて最適な信号を選択視聴することが可能である。
【００１１】
　以下、固定受信向け階層を弱階層、移動受信向け階層を強階層と呼ぶこととする。
【００１２】
　現在、日本の地上デジタルテレビジョン放送で主に用いられている放送パラメータでは
、弱階層に含まれる信号と強階層に含まれる信号とは、映像や音声信号の符号化処理方法
が異なっている。弱階層はＭＰＥＧ－２と呼ばれる方式が用いられ、強階層はＨ．２６４
と呼ばれる方式で用いられている。現在、ＭＰＥＧ－２符号化方式よりもＨ．２６４符号
化方式の方が符号化処理と複号化処理に要する処理量が多いため、弱階層の信号の方が、
強階層の信号よりも早いタイミングで映像や音声の出力が行われることが多い。
【００１３】
　もし、階層間で信号出力タイミングのずれがある場合には、階層を切替えた際に、映像
や音声信号をスムーズに切り替えられない問題があった。そこで、強階層よりも弱階層の
信号の方が早く信号が出力される場合、弱階層の信号を再生タイミングのずれの時間だけ
遅延させ、階層間の信号出力タイミング差を解消する方法も提案されている。弱階層の信
号を遅延させることで、強階層の信号と弱階層の信号との出力タイミングを揃えることが
可能となり、音声や映像をスムーズに切り替えることが可能となる。
【００１４】
　しかしながら、視聴している放送局を変更し、他の番組を視聴する場合にも、信号の出
力時間を一定時間遅らせているため、映像や音声の出力開始が遅れるデメリットが生じる
。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　選局直後には、階層間の再生タイミング差を解消するための固定受信向け階層の信号に
遅延を与える処理は行わず、一回以上弱階層の信号から強階層の信号へと出力信号の切替
処理を行った後から弱階層の信号に遅延を与える。このとき弱階層の信号に与える遅延量
は、階層間の再生タイミング差を検出した上で設定される。もし、選局直後に強階層の信
号を視聴するように選択された場合には、強階層の信号を出力しながら、弱階層と強階層
の信号の再生タイミング差を検出しておき、弱階層の信号に遅延を与えておく。そして、
信号の受信状況が変化し弱階層の信号を視聴できるようになった際に、遅延を加えた弱階
層の信号を出力する。
【００１６】
　このように、選局直後などはじめて映像や音声信号が出力される場合には信号に遅延を
与えずできるだけ素早く信号を出力し、一度他の階層の信号に切り替わり、再び元の階層
の信号が出力される際に信号の出力タイミングを調整しておくことで、選局後に階層が切
替わった後からスムーズな信号の切替えを実現する。
【００１７】
　なお、上記の説明は弱階層の信号の方が強階層の信号よりも早く音声や映像が出力され
る場合について記載しており、弱階層と強階層の信号の出力タイミングが逆の場合には、
遅延を加える階層を入れ替える必要がある。
【発明の効果】
【００１８】
　以上の処理により、高品質の信号と低品質の信号を同時に送信している放送を受信し、
受信状況に応じて最適な映像と音声を選択視聴する場合に、選局直後は最短時間で映像と
音声を出力する一方で、一度信号の切替えが行われた以降には、高品質の信号と低品質の
信号の間の再生タイミング差を解消し、スムーズな信号の切り替えを可能とする。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　（実施の形態１）
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　本発明の一実施の形態によるサイマル放送受信装置を図面を用いて説明する。
【００２０】
　図１は、本発明の一実施の形態によるサイマル放送受信装置の構成を示すブロック図で
ある。
【００２１】
　図１において、１０１はアンテナ手段、１０２はチューナ手段、１０３は選局手段、１
０４は復調手段、１０５は第１の復号手段、１０６は第２の復号手段、１０７は比較手段
、１０８は選択手段、１０９は記憶手段、１１０は出力手段である。
【００２２】
　アンテナ手段１０１は、放送局から送信される放送電波を電気信号に変換し出力する。
【００２３】
　チューナ手段１０２は、アンテナ手段１０１より得られた電気信号から、選局手段１０
３から指定された特定の周波数帯域の信号を抽出し、ベースバンドあるいは一定の周波数
帯域の信号へと変換する。チューナ手段１０２の出力の信号は、アナログ信号であっても
よいし、デジタル信号であってもよい。
【００２４】
　選局手段１０３は、ユーザーやプログラム等からの指示に応じて、チューナ手段１０２
で選局する周波数帯域を指定する。また、比較手段１０７に対してチューナ手段１０２に
選局指示を与えたことを通知する。
【００２５】
　復調手段１０４は、チューナ手段１０２から得られた信号に対し、復調処理や誤り訂正
復号処理を施しトランスポートストリームと呼ばれる形式の信号にまで変換して出力する
。受信した信号が２種類の符号化方式により符号化された信号より構成される場合、一方
の符号化方式により符号化された信号を第１の復号手段１０５へ、他方の符号化方式によ
り符号化された信号を第２の復号手段１０６へと出力する。
【００２６】
　また、復調手段１０４は、比較手段１０７に対して、第１の復号手段１０５に出力する
信号と、第２の復号手段１０６に出力する信号の信号品質の情報を出力する。信号品質の
情報としては、例えば、復調手段１０４にて信号に含まれるノイズ量を算出し、弱階層の
信号にエラーが発生するノイズ量の閾値をあらかじめ設定し、算出したノイズ量が閾値よ
りも高いまたは低いかを判定する。信号品質が閾値よりも高い場合には、弱階層の信号を
選択すべきであることを通知し、信号品質が閾値を下回る場合には、強階層の信号を選択
すべきであることを通知する。また、信号品質の判断基準を他の方法から算出してもよい
。弱階層の信号と、強階層の信号のデータの誤り率をそれぞれ算出した上で、誤り率と閾
値の比較結果から信号品質を判断してもよい。その他には、トランスポートストリームの
パケット単位に付与されているパケットエラーの有無を示す信号を一定時間観測し、単位
時間において弱階層のパケットエラーに誤りが無いまたはあらかじめ設定した閾値より少
ないエラー数であるかを信号品質の情報とすることも可能である。
【００２７】
　次に、第１の復号手段１０５は、復調手段１０４より得られたトランスポートストリー
ム形式の信号を復号し、映像や音声信号にまで変換し、映像や音声信号（第１の音声映像
信号）を選択手段１０８と比較手段１０７に対して出力する。
【００２８】
　また、第２の復号手段１０６も、第１の復号手段１０５と同様に、復調手段１０４より
得られたトランスポートストリーム形式の信号を復号し、映像や音声信号（第２の音声映
像信号）にまで変換し、映像や音声信号を選択手段１０８と比較手段１０７に対して出力
する。
【００２９】
　例えば、日本の地上デジタルテレビ放送のように、サイマル放送されている信号の符号
化方式が異なる場合には、第１の復号手段１０５と第２の復号手段１０６は、それぞれ異
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なる符号化方式に対応した復号手段とする。また、サイマル放送されている信号の符号化
方式が同一の場合には、第１の復号手段１０５と第２の復号手段は同一の復号手段であっ
てもよい。
【００３０】
　比較手段１０７は、選局手段１０３から、選局する周波数を変更したかどうかの選局指
示の有無を示す情報（選局信号）を入手する。また、復調手段１０４から信号品質の情報
（第１の階層選択信号）を入手する。さらに、第１の復号手段１０５から第１の音声映像
信号を、第２の復号手段１０６より第２の音声映像信号をそれぞれ入手する。そして、第
１の音声映像信号と第２の音声映像信号を用いて、第１の音声映像信号と第２の音声映像
信号の出力タイミング差（階層間遅延時間情報）を算出する。そして、選局信号と第１の
階層選択信号と階層間遅延時間情報と、第１の階層選択信号を用いて出力すべき階層の判
断した結果の情報（第２の階層選択信号）を生成し、選択手段１０８に出力する。第２の
階層選択信号は、３つの値を持ち、第１の音声映像信号または第２の音声映像信号と、第
１の音声映像信号または第２の音声映像信号のいずれか一方に遅延を加えた信号（遅延音
声映像信号）のどの信号を出力するかを示す信号である。また、比較手段１０７は、選択
手段１０８に対して、階層間遅延時間情報（第１の音声映像信号と第２の音声映像信号の
どちらにどの程度の遅延を与えるかを示す情報）も出力する。
【００３１】
　ところで、これまでの説明では、比較手段１０７が入手する第１の階層選択信号は、復
調手段１０４にて信号品質の情報をもとに選択すべき階層を判断していた。一方、比較手
段１０７は、選択手段１０８で信号を選択する際の選択基準となる第２の階層選択信号を
、第１の階層選択信号を用いて生成する。復調手段１０４から選択手段１０８までは、第
１の復号手段１０５や第２の復号手段１０６などがあり、第２の階層選択信号を生成する
際には、途中の処理に要する処理時間を考慮する必要がある。また、第１の階層選択信号
を復調手段１０４にて算出した信号に含まれるノイズ量などの指標により生成する場合に
は、復調手段１０４から比較手段１０７に対して信号品質を示す信号をそのまま出力し、
比較手段１０７にて信号品質を閾値と比較し選択するべき階層の判断を行ってもよい。こ
の場合、例えば、信号品質を表す信号を復調手段１０４のデインタリーブ処理より前の処
理部で算出する等により、選択手段１０８が第１の音声映像信号または第２の音声映像信
号を入手するタイミングに比べて早く信号品質を表す信号を入手できる。このため、復調
手段１０４にて選択するべき階層を判別する場合に比べて、より長い期間にわたる情報を
用いて選択すべき階層の判断を行えるメリットがある。
【００３２】
　選択手段１０８は、第１の復号手段１０５より第１の音声映像信号を、第２の復号手段
１０６から第２の音声映像信号をそれぞれ入手する。また、比較手段１０７より、第２の
階層選択信号と、階層間遅延時間情報を入手する。そして、階層間遅延時間情報を用いて
、第１の音声映像信号または第２の音声映像信号のいずれか一方の信号を記憶手段１０９
に出力する。また、階層間遅延時間情報で規定される時間だけ遅れたタイミングで、記憶
手段１０９に記憶させた信号を読み出し、遅延を加えた映像信号と音声信号（遅延音声映
像信号）を入手する。
【００３３】
　さらに、３つの値を持つ第２の階層選択信号に従って、第１の音声映像信号または第２
の音声映像信号または遅延音声映像信号のいずれかの信号を選択し、出力手段１１０に出
力する。
【００３４】
　記憶手段１０９は、選択手段１０８から入手した信号を一旦記憶し、選択手段１０８か
らの指示に従って記憶した信号を出力する。なお、記憶手段１０９は、メモリ等の記憶装
置により実現されるため、受信装置に搭載する記憶容量と信号品質により設定できる遅延
時間の範囲が制限を受ける。また、記憶手段１０９は、他の用途に用いられているメモリ
など記憶装置の空き領域を流用することも考えられる。このため、もし階層間遅延時間情
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報より入手した遅延時間が、記憶手段１０９で設定できる遅延時間よりも大きい場合には
、設定できる範囲で最も大きい遅延時間を与えた信号を出力すればよい。この結果、必ず
しも、第１の音声映像信号と第２の音声映像信号の出力タイミングが一致しないが、出力
タイミング差を小さくすることが可能である。
【００３５】
　出力手段１１０は、選択手段から入手した音声信号と映像信号を出力し、映像や音声を
視聴や記録できるようにする。
【００３６】
　ここで比較手段１０７の動作を図２のフロー図を用いて説明する。以下の説明では、弱
階層の信号の方が強階層の信号よりも早く出力される場合について説明する。
【００３７】
　まず、選局手段１０３より選局信号を入手する（ステップＳ１）。
【００３８】
　次に、比較手段１０７は、復調手段１０４より入手した第１の階層選択信号を用いて、
選局直後に強階層の信号を選択するかどうかを判断する（ステップＳ１）。次に、強階層
と弱階層の信号の出力タイミング差を算出する（ステップＳ２）。強階層の信号を選択し
ている間、第１の階層選択信号を見て、選択すべき信号が強階層から弱階層へと変更する
かを判断する。（ステップＳ３）。ステップＳ３にて出力する信号を変更すると判断した
場合には、遅延を加えた弱階層の信号を選択する（ステップＳ４）。ステップＳ２で選局
直後に弱階層の信号を選択すると判断した場合には、強階層と弱階層間の信号の出力タイ
ミング差を算出する（ステップＳ５）。弱階層の信号を選択している間、復調手段１０４
から入手した第１の階層選択信号を用いて、弱階層から強階層へと選択すべき信号の変化
を検知する（ステップＳ６）。
【００３９】
　次に、比較手段１０７にて階層間遅延時間の算出例を以下に説明する。例えば、第１の
復号手段１０５から得られる第１の音声映像信号と、第２の復号手段１０６から得られる
第２の音声映像信号の相関演算を行うことで階層間遅延時間を算出することができる。ど
ちらか一方の信号を遅延させながら相関演算を行い、最も相関が高くなった時間から階層
間遅延時間を算出する。この際、音声信号または映像信号のいずれか一方、さらに音声信
号や映像信号の一部分を用いて相関演算を行ってもよい。また、上記のように入手した信
号をもとに階層間遅延時間を算出するのではなく、放送局にてあらかじめ符号化処理等に
よる処理遅延時間（送信側階層間遅延時間とする）を算出した上で、放送波の中に送信側
階層間遅延時間の情報を埋め込でおく。一方、受信装置において、送信側階層間遅延時間
を読み取った上で、受信装置固有で決まる復号化処理の処理時間差や、インタリーブの長
さの違いなどに基づく処理遅延時間（受信側階層間遅延時間とする）を算出する。そして
、送信側階層間遅延時間と受信側階層間遅延時間をあわせた時間を階層間遅延時間として
設定してもよい。
【００４０】
　図４は選局直後に弱階層を出力する場合の、各信号のタイミング図である。また、図５
は、選局直後に強階層を出力する場合の、各信号のタイミング図である。
【００４１】
　（実施の形態２）
　本発明の実施の形態に係るサイマル放送受信装置を図面を用いて説明する。
【００４２】
　図３は、本発明の一実施の形態によるサイマル放送受信装置の構成を示すブロック図で
ある。
【００４３】
　図１では、第１の復号手段１０５の出力信号または第２の復号手段１０６の出力信号の
一方を記憶手段１０９を用いて遅延させ遅延音声映像信号を生成したが、図３では、第１
の復号手段１０５や第２の復号手段１０６にて信号を処理する前の復調手段において信号
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に遅延を与えている。第１の復号手段１０５や第２の復号手段１０６より前段の処理にお
いて信号に遅延を与える場合について以下に説明する。
【００４４】
　図３において、１０１はアンテナ手段、１０２はチューナ手段、１０３は選局手段、１
０５は第１の復号手段、１０６は第２の復号手段、１１０は出力手段、１１２は復調手段
、１１１は記憶手段、１１３は比較手段、１１４は選択手段である。図１のブロック図と
比べて図３は、復調手段１１２、記憶手段１１１、比較手段１１３、選択手段１１４の動
作が異なる。このため、実施の形態２では、復調手段１１２、記憶手段１１１、比較手段
１１３、選択手段１１４の動作の説明を行う。
【００４５】
　復調手段１１２は、図１の復調手段１０４と同様に、チューナ手段１０２から得られた
信号に対し、復調処理や誤り訂正復号処理を施しトランスポートストリームと呼ばれる形
式の信号にまで変換し、第１の復号手段１０５と第２の復号手段１０６に出力する。また
、復調手段１１２にて生成した信号品質の情報をもとに第１の階層選択信号を生成し、比
較手段１１３に対して出力する。また、復調手段１１２は、比較手段１１３より階層間遅
延時間情報を入手し、記憶手段１１１を用いて復調手段１１２の内部信号のうち一方の
　ところで、復調手段１１２においても、第１の階層選択信号を出力する代わりに、信号
品質の情報をそのまま比較手段１１３に対して出力し、選択すべき信号が含まれる階層の
判断を比較手段１１３にて行ってもよい。
【産業上の利用可能性】
【００４６】
　本発明のサイマル放送受信装置およびサイマル放送受信方法は、同一内容の番組を階層
伝送により誤り耐性や情報レートを変えて送信された信号を受信し、受信品質に応じて最
適な階層の信号を選択視聴する機能を持つ受信装置または受信方法に関する。
【００４７】
　階層の異なる信号間で信号の出力タイミングが異なる場合に、早く出力される方の信号
を遅延させ、信号の出力タイミングを揃えることで、階層を切り替えた際にスムーズに音
声や映像を視聴できるようにする。その一方で、番組の選局直後においては、信号に遅延
を与える処理を行わず、できるだけ早く信号を出力することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】本発明の実施の形態１におけるサイマル放送受信装置およびサイマル放送受信方
法の構成を示すブロック図
【図２】図１に示す選択手段の動作を示すフローチャート
【図３】本発明の実施の形態２におけるサイマル放送受信装置およびサイマル放送受信方
法の構成を示すブロック図
【図４】選局直後に弱階層を出力する場合の、各信号のタイミング図
【図５】選局直後に強階層を出力する場合の、各信号のタイミング図
【符号の説明】
【００４９】
　１０１　　アンテナ手段
　１０２　　チューナ手段
　１０３　　選局手段
　１０４　　復調手段
　１０５　　第１の復号手段
　１０６　　第２の復号手段
　１０７　　比較手段
　１０８　　選択手段
　１０９　　記憶手段
　１１０　　出力手段
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　１１１　　記憶手段
　１１２　　復調手段
　１１３　　比較手段
　１１４　　選択手段

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】
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